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🌼令和 4年度の pickup 

今号では、2022 年 6 月号から 2023年 4 月号の「今月の pickup」を 

まとめて掲載し、令和 4年度に収集した研修・選定用資料（図書）945 冊の中

から各担当が pickupした資料（図書）をあらためて紹介させていただきます。 

 令和 4 年度に刊行されたこれらの児童図書は、当館児童図書研究室で一望で

きます。是非ご活用ください（最終頁に詳細を掲載しています）。 

 

 

2022年 6月の pickup ※[ ]内は原書の言語 

『エメリン・パンクハースト（小さなひとりの大きなゆめ） [英語]』  

 リスベット・カイザー∥文 アナ・サンフェリッポ∥絵 上野千鶴子∥訳 ほるぷ出版 

「女性は人間です」――このあたりまえの事実が、あたりまえのこととして、イギリスで

受け入れられたのは 1928 年。女性が、この社会に生きる主権者の一人として生きていく

ための権利、すなわち政治家を選ぶ権利や、政治家として選ばれる権利を、あたりまえに行

使できるようになって、まだ 100年もたっていない。（ちなみに日本では、1946 年から）。 

本書は、女性が“人間”以前の存在として、口を開くことすら許されなかった時代にあっ

て、声をかぎりに叫び行動することで、自身を、仲間を、そして社会を大きく変えた女性参

政権論者（サフラジェット）――エメリン・パンクハーストの生涯を、魅力的な絵と簡潔な文

章でつづった絵本である。私が“私”として、“自分”らしく生きるためには何が必要で、

そして何をなすべきか？ この孤独な問いに胸に、ひたむきに生きたひとりの人間を通じ、私たちが“自己”と

向きあい、“自身”と、そして自身を取り巻く“世界”を“より良く”するための一歩を踏み出す勇気は、誰にも

備わっている――そんなあたりまえの事実に、あらためて気づかされる１冊。社会的背景はもとより日本の状況

にも言及した訳者の解説も示唆に富む。 

 

2022年 7月の pickup 

『のせのせせーの!』  斉藤倫∥文 うきまる∥文 くのまり∥絵 ブロンズ新社 

「のせのせ せーの！」のかけごえとともにページをめくると、蝶が髪飾りに、お

花畑が服の図柄に、ソフトクリームがカニのおうちに、と早変わり。何に何がのせら

れてどう変わってしまうのか、つい、次のページを繰る手を止めてあれこれ想像を膨

らますことができる。 

また、やさしい色彩で描かれた絵をじっくり眺めると、メインストーリーとは別に

続くサイドストーリーや、登場人物の位置関係などが見えてきて、読み返すたびにこ

の絵本の世界に引きこまれる。そして、やわらかく短い語り口は、絵の世界と相まっ

て、とらえどころのないふわりとした読後感を残して、やはりもう一度、と読みたく

なる魅力を持った絵本である。 

子どもの本新刊情報 

2023 年 5 月特別号 507 号 

滋賀県立図書館 児童室 

児童図書研究室 
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2022年 8月の pickup 

『クリシュナのつるぎ インドのむかしばなし』 秋野癸巨矢∥文 秋野不矩∥絵 BL 出版 

 むかし、インドに、カンサという悪い王さまがいた。王さまの乱暴に苦しんだ人々は、

天の神ヴィシュヌに毎日祈り続けた。 

 願いを聞き入れたヴィシュヌは、神の化身、クリシュナとなって地上に生まれ落ちる。

わんぱくな子どもからりっぱな若者へと成長したクリシュナ。いよいよ、カンサと対決の

時を迎える。 

 秋野不矩・癸巨矢親子による、インドのむかしばなし絵本。1969年に岩崎書店から発

行された作品の文を一部加筆修正し、復刊した。色鮮やかな挿絵と、唐突で残酷な終わり

方も昔話らしく、印象に残る絵本。 

 

2022年 9月の pickup 

『めをさませ』 五味太郎∥作 絵本館 

 みかづきに座ってうっとり眠り込んでいたとりが、うっかりすべりおちてしまった。

どんどん落ちていく間に、星もコウモリも「目をさませ!」と呼びかけるが、なかなか

とりには届かない。地面が迫る中でとりは目をさますのか…。 

 縦開きのページをめくるたびに、高いところから落ちていく感覚が肌に感じられる。

また、短いストーリー展開の中で、単純で力強い言葉がまっすぐ心に届く力を持って

いる絵本である。 

 

2022年 10月の pickup 

『橋の上で』 湯本香樹実∥文 酒井駒子∥絵  河出書房新社  

「いまここから川にとびこんだら、どうなるだろう」――大人からは盗みの濡れ衣を

着せられ、同年代の周囲からは嫌がらせを受け、孤立する「ぼく」。思いつめる少年の傍

らに、いつのまにか見ず知らずの薄汚い格好の＜おじさん＞が立ち、おもむろに少年に

語りかける。――みずうみを見たことがある？ ただのみずうみじゃない。その水は暗

い地底の水路をとおって、きみのもとへとやってくる。 なんの話？ もちろん、きみの

話さ、と。 

多数に追い詰められた者の心をえぐる孤独への静かな共感と、これから出会うであろ

う多くの一人一人とともに自分もまた生きていく明日への希望を語る 1 冊。なお本書は

フランスやパレスチナなど、海外 10の国と地域で翻訳される。 

 

2022年 11月の pickup  

『ふゆのコートをつくりに』 石井睦美∥文 布川愛子∥絵 ブロンズ新社 

 きのうまで落ち葉であそんでいたのに、けさは一面の雪景色。うさぎのさきちゃん

は、お母さんがむかし着ていたコートをもらうが、さきちゃんにはまだ大きい。そこ

で、森で評判のしたてやさん、ミコさんに、したて直してもらうことに。 

 お母さんの思い出のコートは、どんなふうに生まれ変わるのか？ 

 ボタンや裏地を選ぶ場面では、色とりどりの材料が描かれ、読者も一緒に選ぶ楽しさ

を味わうことができる。「おようふく絵本」シリーズの 3作品目となる絵本。 
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2022年 12月の pickup   

『ぶるばびぶーん くるまのえほん』 ささきしゅん∥さく 福音館書店 

 あかいくるまがはしりだす。前のめりの姿そのままに、おおきな音をたててすす

んでいく。信号に坂にでこぼこ道、橋に渋滞にと、行く手を阻む障害をもろともせ

ず、夕暮れの最後に滑り込んだのは我が家であった。 

ページをめくるごとに、ちょっとした車体やタイヤの表現の違いで車のいろんな

気持ちが読み取れる絵が秀逸。また、平易な言葉をテンポよく使った文章は、必ず

子どもも一緒に口ずさむはず。何度も声に出して読みたくなる絵本である。 

 

2023年 1月の pickup ※[ ]内は原書の言語 

『わたしは反対！社会をかえたアメリカ最高裁判事ルース・ベイダー・ギンズバーグ [英語]』 

 デビー・リヴィ∥文 エリザベス・バドリー∥絵 さくまゆみこ∥訳 子どもの未来社 

 「RBG」の愛称で親しまれ、法服のえりかざりがトレードマークとなったアメリカ

の最高裁判所判事、ルース・ベイダー・ギンズバーグ――1933年に生まれ 2020 年

に亡くなった彼女の口ぐせは「わたしは反対！」「それは、おかしい！」「まったく賛

成できない！」。 

フェミニズムという言葉がこの世に存在しなかった時代から、民主主義社会における人

間の平等、とりわけ女性の自立のため、法律家として闘いつづけ、社会に変化を起こし、

人びとの考えを変えていった彼女の人生の歩みを、迫力あるタッチの絵で、ダイナミッ

クに描いた伝記絵本。 

 

2023年 2月の pickup ※[ ]内は原書の言語 

『ナンティー・ソロ子どもたちを鳥にかえたひと [英語]』  

デイヴィッド・アーモンド∥作 ローラ・カーリン∥絵 広松由希子∥訳 BL 出版 

 ある日、町に一人の女がやってきた。名前はナンティー・ソロ。自分は子ど

もたちを鳥に変えることができるのだというが、大人たちは、子どもたちをナ

ンティーには近づけまいとする。 

そんな時、ひとりの女の子、ドロシー・カーが、ほんのひとっとびの短い

間、ツバメに変えられる。ほかの子たちも、後に続こうと大騒ぎに。 

灰色に描かれた町や大人と、ナンティーが作り出す色鮮やかな場面が対照的

で印象深い。国際アンデルセン賞受賞の作者による、不思議で美しい絵本。 

 

2023年 3月の pickup 

『草原が大好きダリアちゃん  ロシア連邦』 長倉洋海∥著 アリス館 

 さまざまな国の子どもを主人公にして、その子どもの大好きなものを中心に生活を

切り取った写真絵本、「ともだち、みつけた」シリーズの 3 作目である。今回はシベ

リアの草原に住む５歳の少女、ダリアちゃんの日々をとらえている。また、ダリアち

ゃんがすでに家族の生活の一端を支えているため、彼女を追うことで遊牧民の生活様

式も知ることができる。 

ダリアちゃんの気持ちが生き生きと伝わる表情、獣臭さが漂うようなトナカイの群

れ、冬の凍てついた厳しさと夏の緑にあふれた草原、撮られた１枚１枚が雄弁に語り

かけてくる写真絵本である。 
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2023年 4月の pickup 

『かぜがつよいひ』 昼田弥子∥作 シゲリカツヒコ∥絵 くもん出版 

「かぜが つよいから うちで まっててね。かいものして すぐ もどってくるから」 そ

うお母さんに言われて、家で留守番をすることになった幼い姉弟はしりとり遊びをはじ

めた。「しんぶんし」、「シャツ」、「つりざお」、「おうむ」、「むしめがね」……ところが、

ふたりが言葉にしたものが、なぜか窓の外に、つぎつぎにあらわれては、ものすごい強

風に吹き飛ばされていく。けれども、ふたりはしりとり遊びに夢中で外の世界の異変に

気づかない。それどころか、「ろけっと／とんでけ」「けちな／なまず」と言葉はしだい

に奇天烈なものへエスカレート。ついには「ちきゅう」が風に飛ばされ、窓の外にひろ

がる宇宙空間には、買い物に出かけたはずのお母さんの姿が……。 

 リズミカルな言葉の響きと跳躍するイメージの連続、そして細緻かつ迫力あるヴィジュアルで、圧倒的な想像

世界を描き出す、奇想天外の絵本。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの本に関することにつきましては、下記までお気軽にお問合せください。 

（問い合わせ先）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

滋賀県立図書館 児童室  ＴEL 077-548-9691 

開館時間 水～金   午前 10 時～午後 6 時 

     土・日・祝 午前 10 時～午後 5 時 

休館日  毎週月・火 ※祝(休)日は開館し、翌水曜日を休館 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

児童室からのお知らせ 

      ○児童室展示 ４月 20 日（木）～5 月 17 日（水） 「ほんがいっぱいたのしさいっぱい」展 

      ○おはなし会 5 月 19 日（金）午前 11 時～ 県立図書館 1 階 談話室 ※第 3 金曜日に開催 

             ※県が示すレベル２以下の段階でのみ開催します。 

 

             

  

  

🌼研修・選定用資料（図書）とは？ 

 家庭や地域・学校そして図書館で、子どもたちにどんな絵本や読み物を届けていくのか、手に取って選んでいた

だくための児童書新刊コレクションです。子どもの本を選ぶ際や、子どもの本に関する講座・研修の場でご利用い

ただけます。 

🌼皆様のお声にお応えして 

 「最近の子どもの本はどんな本があるの？」「新刊本の内容を知りたいけれど 1 冊ずつ探すのは大変。」そんな

皆様のお声にお応えします。毎年約５千冊の児童書が出版されており、その中から本を選んでいくのは大変な仕事

です。そこで当館では、「子どもの読書活動に関わる人々への支援事業」として、子どもの本の新刊のうち絵本・

読み物を研修・選定用資料（図書）として提供し、本選びのお手伝いをしたいと考えています。 

🌼研修・選定用資料（図書）を利用するには？ 

 研修・選定用資料（図書）は当館児童研究室で閲覧することができます。カウンターでお申込みください。また、

研修会等での出張展示にも対応できます。事前に児童室までご相談ください。 

🌼研修選定用資料（図書）について 

 


